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年に発生した水蒸気噴火を
はじめ、過去の群発地震活動の
経験や観測結果をもとに、箱根
火山の活動モデルや活発化に向
かうシナリオが明らかになって
きました。

水蒸気噴火を起こした 年の
活動以降は、これまでと異なる
経過を辿る可能性もあることも
考慮しながら、さらに検討を進
めています。
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山体の膨張
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深部低周波地震の発生
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火山性地震の多発（群発地震）

気象庁地震カタログによる震源分布（2015年4月）
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中央火口丘周辺の傾斜変動
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蒸気井の暴噴
���������������������������
���������������

局所的な隆起の発生
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人工衛星レーダー（ ）
による地盤変動の検出
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水蒸気噴火の発生
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降灰の観測
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新たな火口・噴気孔の形成
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沈静化
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神奈川県温泉地学研究所の概要
神奈川県

K A N AG AWA 温泉地学研究所

箱根火山、地震、

活断層などの自然

災害に対する安全・

安心の確保につながる

調査研究を進めています。

安全・

 安心

■火山・地震活動の観測監視と
　　　　　　　　　　メカニズム解明
　■プレート運動にともなう地震・
　　　　　　　　　地殻変動の研究
　　■地殻構造・活断層の研究

■火山・地震活動の観測監視と
　　　　　　　　　　メカニズム解明
　■プレート運動にともなう地震・
　　　　　　　　　地殻変動の研究
　　■地殻構造・活断層の研究

光波反射器と

ＧＰＳ臨時観測

地震計・

傾斜計センサーの設置

活断層の調査
光波反射器と

ＧＰＳ臨時観測

地震計・

傾斜計センサーの設置

活断層の調査

地震観測室地震観測室

■温泉の成因解明
　■地下水流動・収支の研究
　　■温泉・地下水資源のモニタリング

■温泉の成因解明
　■地下水流動・収支の研究
　　■温泉・地下水資源のモニタリング

温泉・

地下水

の保全 貴重な自然環境資源である

温泉・地下水を保護し、有効

利用していくための調査研究

を進めています。

湧出量の調査 成分の分析湧出量の調査 成分の分析

● ● ● ● ● ● ● ● ●

普及・

 啓発
県立研究機関として、

研究成果の普及啓発や

アウトリーチなど、地域

に密着した活動に取り組ん

でいます。

■成果発表会の開催
■研究員を講師とする講演・施設見学
■ホームページによる情報提供

■成果発表会の開催
■研究員を講師とする講演・施設見学
■ホームページによる情報提供

地震活動の監視地震活動の監視 体験学習

野外学習

体験学習

野外学習 箱根立体地質模型箱根立体地質模型

世界有数の変動帯「かながわ」
　神奈川県の地下では、地球表面を構成す

るプレートうちの３枚(北米プレート、フィ

リピン海プレート、太平洋プレート )が、

まさに衝突しています。県民の安全・安心

を脅かす地震・火山、自然の恵みである温

泉・地下水は、すべて、このプレート運動

に関わっています。温泉地学研究所は、

設立以来、神奈川県に生起するこれらの

地学現象の解明に取り組んできました。

(案）

51876810
長方形


